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人里離れた所へ行って、しばらく休むがよい 

 

「あなたがただけで人里離れた所へ行って、しばらく休むがよい」
（6・31）イエスは弟子たちに休みなさいと言われました。イエスが弟子
たちに与えようとした休みの模範はご自身の姿にあると思います。弟子
たちに休みを与えて、弟子たちを守り育てるイエスの姿を学ぶことにし
ましょう。  

今週水曜日、７月 22 日は浜串教会の守護の聖人聖マリア・マグダ
レナの記念日です。浜串教会家族にとっての記念日なので、ぜひ都合を
付けてミサに参加してほしいものです。この日は朝６時からミサをしま
す。  

先週の水曜日に、この聖マリア・マグダレナの記念日が浜串教会に
とって大事な日だよと子供たちに言い聞かせるために次のような例えを
話しました。「家族の記念日は、家族全員でお祝いするでしょう？お母
さんの誕生日に『わたしの誕生日じゃないから』と、お祝いに加わらな
いということはしないはずです。だったら、浜串教会聖堂の守護の聖人
は、浜串教会家族みんなでお祝いすべきですね。水曜日朝６時、みんな
来てくれますか？」  

ちなみに子供たちは全員「はい」と答えました。全員「はい」と答
えたのですが、わたしの心の目がよどんでいるのか、どうしても素直に
信じ切れないでいます。ぜひわたしの心配が杞憂で終わるようにと願い
たいと思います。  

福音朗読に戻りましょう。弟子たちに「休みなさい」と言われたイ
エスご自身は、ご自分の心と体をどのように休ませていたのでしょうか。
「イエスが休まれた」という直接的な記述は調べた範囲では見当たりま
せん。  

けれどもイエスも疲れることはあったはずです。イエスとサマリア
の女の対話を記録したヨハネ福音記者によると、「イエスは旅に疲れて、
そのまま井戸のそばに座っておられた。正午ごろのことである」（ヨハ
ネ 4・6）とあります。イエス自身も、何かの方法で休まれていたはずで
す。  

弟子たちへ休むようにという指示を出した場面を読み返すと、一つ
のことに思い当りました。「さあ、あなたがただけで人里離れた所へ行
って、しばらく休むがよい」「人里離れた所」とわざわざ場所を指定し
ています。そう言われれば、イエスはたびたび人里離れた所で祈ってお
られたことが記録されています。たとえばマルコ福音書で「朝早くまだ
暗いうちに、イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈って
おられた。」（マルコ 1・35）とあります。  

すると、人里離れた場所は、「休息」を得る適切な場所であること
が分かります。「人里離れた場所」という表現で、どのような場所を言
おうとしているのでしょうか。  



「人里離れた場所」は、神との交わりを確かにする場所と言えます。
人々の騒々しさから離れて、じっくり神と向き合う場所です。特にイエ
スは御父との深い憩いを得るために、人里離れた場所で祈っておられた
のです。イエスは弟子たちにも、神との交わりを深めることが、何より
の休息であることを、感じさせたかったのです。  

以前話したことがあるかと思いますが、日本でも日常使われている
外来語に「レクレーション」という単語があります。これは英語をその
まま取り入れたものですが、言葉のもとの意味をたどるとラテン語の
re-creatio に行き当たります。その意味は、「再び」「創造すること」
です。本来の力を取り戻すために、自分の中に神が再び創造のわざをお
こなってくださる。すると人は再び造り直されて、生きる力を取り戻す
わけです。神が人間を再び創造するような時間と場所に自分を置くこと、
それがレクレーション、re-creatio なのです。  

すると re-creatio のためにふさわしい場所は、人里離れた場所が最
もふさわしいということになります。こうしてイエスも人里離れた場所
で神との交わりを確かなものとしましたし、弟子たちにも同じことを求
めたわけです。  

ここまで来ると、集まって来た大勢の群衆をイエスが「飼い主のい
ない羊のような有様を深く憐れみ、いろいろと教え始められた」（6・34）
とあるのも分かります。イエスは群衆に、神との交わりを確かにするた
めに、つまり本当の憩い・休みを与えるために、いろいろと教え始めら
れたのです。イエスは群衆にいろいろと教え、彼らを憩いの水辺に伴わ
れるのです。  

わたしたちも休みが必要です。これまで話したように、神が再び創
造のわざをわたしにおこなってくださり、神によって再び造り直されて、
生きる力を取り戻すために、休みが必要です。再び造り上げられる、再
び自分を取り戻すための人里離れた場所に自分を置くことが大切です。  

みなさんにとっての人里離れた場所はどこでしょうか。だれにも煩
わされずに、神の前に自分を置くことのできる静かな場所はどこでしょ
うか。この聖堂は確かにその一つだと思います。かなり静かです。けれ
ども場合によっては、聖堂のほかにも人里離れた場所を持っておくとよ
いかもしれません。聖堂が必ずしも近いとは限らないからです。  

あなたにとっての人里離れた場所が、神との交わりを確かにする場
所であれば幸いです。あなたが選んだ人里離れた場所が、昔の柱時計の
ように、止まりかけている状態からねじを巻いてもらって力を取り戻す
場所であれば幸いです。  

それぞれ人里離れた場所で re-creatio「再創造」を成し遂げて、ま
た新たな気持ちでもとの生活に戻りましょう。実際の生活はイエスへの
信仰をまっすぐに生きるのが難しいかもしれません。矛盾に苦しんだり
疲れたりした時、イエスは何度でも「さあ、あなたがただけで人里離れ
た所へ行って、しばらく休むがよい」と声をかけてくださいます。  
 

年間第 17 主日 (ヨハネ 6:1-15) 


